
 

中央区自治協議会 第 2 部会 

＜提案型協働事業 実施報告＞ 

 
申請者（実施主体） みなとわいわいプロジェクト 

事業名 万代島こども秘密基地 

実施日 令和 2 年 2 月 29 日（土）～3 月 1 日（日） 

参加者数（延べ人数）  新型コロナウィルス感染症の拡大状況を受け、イベント中止 

協働団体等 新潟西港・水辺まちづくり協議会、志民委員会 

 

＜事業概要及び目的＞ 

冬場、新潟の子どもたちが思いっきり遊べる場所がないというニーズと、みなとで遊ぶという 

選択がないというイメージを払拭するため、本事業を皮切りに、万代島地区は「冬季も家族 

で遊べる場所」として定着を図る。 

１）協議会等関係者のブース出展   ２）子供・親子向けの遊具やブース 

３）飲食ブース ４）ライブイベント ５）アトラクション        など 

＜第２部会サポート内容＞ 

①青陵大学の学生や学内のボランティアセンター、保育関連の専門学校生へボランティア協力の

お願い（委員のつながり活用） 

②当日の見学及び簡単なお手伝い。 

③ボランティア募集の内容を含めた、広報ポスターの公共施設への掲示。 

④当日、部会員参加による次回開催へ向けたアドバイスや良かった点、改善点のフィードバック。 

＜事業の成果＞ 

新型コロナウィルス感染症の拡大状況を受け、イベントは中止となったが、面談や事前準備を通

じて、開催にあたり、主催者の抱えていた懸念や不安をサポートすることができた。また、不測

の事態における部会側の対応も養われた。 

 

事業の写真（当日の様子やチラシなど） 

 

 



 

中央区自治協議会 第 2 部会 

＜提案型協働事業 実施報告＞ 

 
申請者（実施主体） そらいろ子ども食堂（新潟青陵大学生、新潟県立大学生） 

事業名 子どもたちに元気を配ろう！プロジェクト 

実施日 令和２年 7 月２６日（日）、7 月３１日（金）、 

８月２２日（土）、８月２３日（日） 

参加者数（延べ人数）  88 人 

協働団体等 パルシステム新潟ときめき 

 

＜事業概要及び目的＞ 

活動拠点である白新コミュニティハウスを会場に、子どもたちへ生活の支援、地域を元気づける

活動として、食品配布事業を計画し、地域の活性化や、子どもたちの多世代との交流の機会を提

供し、コロナ禍での子どもたちへの生活支援を行う。 

また、今回の活動を皮切りに、新しい生活様式に則った地域支援の方法も探りたい。 

＜第２部会サポート内容＞ 

① 公共施設へのチラシ配布による広報。 

② 物品寄付による支援が可能な企業や団体の紹介。 

③ 感染症拡大防止用品等の経費補助。 

④ 当日見学等により、所見のフィードバック。 

＜事業の成果＞ 

地場野菜等の配布を行いながら、親子の楽しそうな姿や久しぶりに再会した子どもたちの成長を

感じ、主催する学生も元気になれたようだった。部会としてコロナ禍での事業開始を支援するこ

とができ、学生たちは感染防止に配慮しながら、新しい形でスタートできた経験をふまえ、現在

も継続して事業を実施している。 

 

事業の写真（当日の様子やチラシなど） 

   

 

 

 



 

中央区自治協議会 第 2 部会 

＜提案型協働事業 実施報告＞ 

 
申請者（実施主体） 古町みなと住宅子育て世帯交流会 

事業名 古町みなと住宅子育て世帯交流会 

実施日 令和 3 年２月１４日（日）、２８日（日）、3 月１４日（日） 

参加者数（延べ人数）  50 人 

協働した団体等 パルシステム新潟ときめき、My hoiku project 

 

＜事業概要及び目的＞ 

新しくできた市営住宅の子育て世帯の交流・情報交換仲間づくりの場を作ることで、子育て世帯

を中心にコミュニティをつくる。 

＜第２部会サポート内容＞ 

① 企画検討への参画。 

② 講師との調整及び報償費補助。 

③ 物品寄付企業・保育サポーターの紹介。 

④ 当日運営のサポート。 

＜事業の成果＞ 

企画検討段階において、助言を行い主催者と共にコミュニティを作る場づくりを考える機会とな

った。参加した子どもたちからは楽しそうな笑顔がみられ、参加した親は、熱心にコーチングに

耳を傾け意見交換を行った。またコーチングを通して会話をするなど世帯間での交流がうまれ、

コミュニティの構築につなげることができた。 

 

事業の写真（当日の様子やチラシなど） 

 

 

  



 

中央区自治協議会 第 2 部会 

＜提案型協働事業 実施報告＞ 

 
申請者（実施主体） ピアサポートグループほほえみの木 

事業名 交流型障がい者アート展～聴く・見る・遊ぶ～にじいろフェア 

実施日 令和 3 年３月２７日（土） 

参加者数（延べ人数）  30 人 

協働した団体等 山六笑点、新潟県障がい者スポーツ協会 

 

＜事業の概要＞ 

障がい者と障がい者アートや音楽、スポーツ（ボッチャ）を通じて交流することにより、障がい

者福祉の理解の向上及び地域活性化を図る。 

＜第２部会サポート内容＞ 

① 企画検討への参画。 

② 司会及び講師への報償費補助。 

③ チラシ印刷及び広報の支援。 

④ 感染症拡大防止用品等の経費補助 

⑤ 当日運営のサポート。 

＜事業の成果＞ 

企画検討段階から、運営や広報内容の助言を行い、主催者にとって、感染症対策などコロナ禍で

のイベントにおいて必要となる対策の理解や各種団体とのつながりを作る機会となった。 

また、当日は音楽やボッチャを通じて、参加者同士が交流し、試合形式のボッチャでは楽しんで

いる様子が伺えた。これまでで最も多い参加者数であったとのことで、主催者は今後の活動の励

みになったと話していた。 

 

事業の写真（当日の様子やチラシなど） 

 


